
令和 6年 4月 14日 

 

 

椹野川河口域・干潟自然再生協議会ブルーカーボンWG 第 1回勉強会 記録 

 

 

「2015年以降の岩国市門前川河口周辺におけるアマモ場の減少原因について」 

講師 広島県環境保健協会環境生活センター 環境保全課  大道優平 様 

 

山口県岩国市門前川河口におけるアマモの毎月観測の長期調査結果に基づく研究

発表を聴講した．概要は下記のとおりである． 

 

・近年（2015年以降）は高水温が門前川河口のアマモ場の減少に影響している可能

性がある． 

・降水量が経年的に増加傾向になっているが毎月測定の濁度はむしろ減少傾向にあ

る．  

・アマモに付着した浮泥が増加しており，豪雨などにより供給された底泥の再懸濁に

よりアマモが影響を受けている可能性がある． 

 

大道氏の発表に対して下記の質問があった． 

 

（岩屋講師） 

⚫ 高温ストレスは，前の年のストレスと関連づけがあるのか．多年生か 1 年生か 

➢ 1年生が増えてきた．種子を残すための花枝の本数あるいは割合は増えて

いるようだ 

⚫ 熊本で多年生の群落が出てこない現象もある．種も出てこなかった現象もある．

何が起こっているのか把握しようと思っている． 

⚫ 面積はどのように把握しているか 

➢ 航空写真を用いている． 

（重田氏） 

⚫ 大雨が降って，被覆網の上に砂が被った．埋まったのは米軍側や中洲．Z1の定

点は影響が受けなかったとは思うが．これは 2017 年の話．2022 年，大雨で一気

に放流があったときにはひざ下くらいまで埋まった． 

（藤井氏） 

⚫ 干満差はどの程度か 

➢ 大潮で 3m くらい 干潮時には-1から-2m前後まで引く． 



➢ 水中光量は十分にある． 

（南條氏コメント）  

⚫ 表面の珪藻はあるのか？もし高密度になるとアマモが光合成しにくくなる．また，

珪藻の粘着性により浮泥が付着しやすくなる． 

（元永氏） 

⚫ 天然のアマモ場なのかどうか 

➢ 天然である． 

⚫ 漁業者は減少に関して問題意識をもっているのか． 

➢ 岩国基地ができる前はもっとアマモ場があったというところ． 

⚫ ベースラインの変動が把握できれば，人為的なものによるアマモの増加量が把

握できるのではないか． 

  



 

椹野川河口域・干潟自然再生協議会ブルーカーボンWG 第 1回 BCWG 議事録 

 

【議事次第】 

1. 令和 6年度ブルーカーボンWG計画 担当山本 

令和 6年度計画について説明があり，特に異議はなかった． 

 

2. アマモ見学会について（7月 7日（日）予定のアマモ見学会について山本リーダ

ーから案の説明があった．今後山口県水産課に特別採捕許可願を山本が発す

ること，自然観察公園への協力依頼を山口大と環境保健センターで行う事に加

え，参加者の移動に伴う炭素のオフセットをアピールすること，中国新聞へのア

ピールを行うことが決まった．詳細は 5 月に決める予定である． 

 

3. アマモ花枝採取計画について（岩谷講師） 

 

⚫ 資料に基づいて計画について花枝採取計画について話題提供があった．５月下

旬に花枝を採種予定である．種子をそのまま散布するよりも苗を植える方がサバ

イブ率が上がる．播種には人数が必要である．手慣れた学生でも 10名程度必

要である．ロープによる花枝の底面上固定については成熟した花枝を採取したら

すぐ設置する必要がある．成熟した種を播種することに比べると定着率は低いが

簡便である．また，漁協にアマモを採取してよいか確認する． 

⚫ 保健環境 Cは協力体制を組む． 

⚫ 水産大学の前海でアマモを教材とされ花枝を採取している阿部真比古准教授に

よると，花枝は毎年 5月に採取しているという．採取するときは手でアマモを掻い

て，生殖株を採取している．であるから 5月中であればよいかもしれない．アマモ

の許可については，学生にアマモをスケッチするがこれは漁協への説明だけで

あり，生き物は特別採捕許可をとっている．また採取内容にアマモも入っている． 

 

4. 他機関からの見学について（県自然保護課） 

兵庫県の相生湾の松村氏から連絡あり．椹野川河口域の取り組みについて知りた

い．主にカブトガニに関することとアマモの取り組みについて．カブトガニWGに相談

したところ．6月 22，23の土日で計画している．10名前後で訪問がある予定である．

カブトガニ関係だと，幼生を見学するために山陽小野田の原田先生の博物館を訪問

する予定である．岩屋海岸におけるカブトガニ視察と岩屋山登山によるアマモ場視察

を行う事を検討する． 

 

https://www.fish-u.ac.jp/seibutsu/seibutu_seisan_professor.html


5. 環境省委託のブルーカーボン調査との協議（4/4）結果について（県自然保護課・

環境保健 C） 

 議事録が紹介された（別添資料） 

 

  ・その他 

 里海再生活動 4 月 27日，予定について，砂を移動することを検討中である． 
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令和 6 年度 第 2 回椹野川河口域・干潟自然再生協議会 ブルーカーボン WG 会議 

議事録 

日時：令和 7 年 1 月 18 日 （土） 10:00-12:00 

オンライン開催（Zoom ミーティング） 

出席者：岩谷・恩田・柿薗・重田・南條・乗越・藤井・森田・山本・守田・山口市水産

港湾課八木氏（オブザーバ参加）・水産大学生 3 年_横田氏（オブザーバ参加） 

 

議題 

● 令和 6 年度第 1 回議事録確認（各自） 

山本 WG リーダーから確認依頼があったが特に意見はなかった． 

 

● 令和 6 年度実施活動報告  

 

⮚ アマモ観察会（7 月実施予定・中止／11 月実施）  

資料１をもとに山本 WG リーダーから説明があった．7 月に実施予定であったところ

中止されたとの報告があった．11 月 4 日に船上からの観察会を 4 名参加の上で実施し

たことが報告された．次年度はより温度の適当な 5 月に実施することを検討すること

についておおむね了解された． 

※熱中症警戒アラートが発出されており高温により高齢者の熱中症リスクが高いと判

断されたためであり，実際に山口県で 26 名が搬送された（うち 1 名は死亡）． 

⮚ アマモ再生活動（5 月実施） 資料２ 

岩谷委員から資料２をもとに 5 月 9 日の再生活動実施状況およびその後の状況について

説明があった．再生活動を行ったエリア周辺で 1 月 16 日に確認したところでは独立し

た群落が形成されていることが報告された．※今回の活動によって新規に群落が形成さ

れたかどうかは不明であるが，実生も現地で確認されており，実生の発生については活
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動の効果はあったといえる（山本コメント）．5 月 9 日現在の空中写真撮影画像と群落

確認エリアを比較すると，重なっているところがある． 

．  

 

図 5 月 9 日撮影 UAV 画像と群落出現範囲を重ねた図 

 

 質問：南潟沖のアマモ場の出現について藤井委員から質問があった．岩谷委員か

らはもともと存在していたが，2023 年から 2024 年にかけて急に出現したものだろ

うという見解があった． 

 

⮚ 県環境保健センターによるアマモ再生活動 資料３ 

柿薗氏からきらら浜自然観察公園で活動について報告があり，12 月 26 日にはアマモの

葉が確認されている．アマモの苗のお披露目が 3 月 20 日に予定されている． 

 

⮚ 山口大学におけるアマモ関連研究（中間報告） 資料４ 

資料４に基づいて山本 WG リーダーからアマモ関連研究の経過が報告された． 

 

⮚ 第 1 回勉強会  
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第 1回勉強会について前回議事録に添付の資料について山本WGリーダーから報告があ

った． 
 

⮚ 他団体との交流について（相生湾自然再生学習会議） 資料 5 

柿薗氏から同団体の訪問について報告があった． 

 

● 令和 6 年度環境省：藻場・干潟のブルーカーボン機能把握調査業務 BC 調査報告 資料

６．７．８ 

柿薗氏から同調査報告について説明された．報告書に用いられたデータは年度明けに入

手できる予定となる見込みであるという事であった．自然共生サイトへの登録を検討す

ることを次回協議会の議題にしたらどうかという意見があったので，事務局で検討する

ことになった． 

 

● 収支報告 

⮚ 山口県環境保全事業団助成収支報告（資料９） 

⮚ ふしの干潟生き物基金収支報告（資料１０） 

山本 WG リーダーから上記について報告があり，了承された． 

 

● 取材報告 

⮚ Office SOTO（資料１１） 

⮚ ブルーカーボンネットワーク（資料１２） 

山本 WG リーダーから上記について報告があった．ブルーカーボンネットワークの取材

記事の公開は 1 月 18 日現在ではまだされていないということであった． 

 

● 令和 7 年度計画 

 

令和 7 年度計画について提案および議論した．アマモ見学会は花枝採集と同時実施する

ことで計画することになった．4 月 26 日が干潟再生イベントであるので 5 月上旬に実



Page  

施することにした（4 月 29 日あるいは 5 月 11 日（日）も候補になる）．勉強会も年 2

回程度実施するという事で了解された．九州大学の BC 研究者はどうかという声があっ

た．これについては検討することになった． 

 

⮚ アマモ再生活動・観察会（5 月実施） 

✧ 時期：5 月上旬前後  

✧ 場所：長浜海岸北部のアマモが密なエリアの隣接域（令和 6 年度実施区） 

✧ 再生活動方法：ロープを用いた下種更新のための花枝採集 

✧ 観察会方法：干潮時に採取を実施・少し沖合で地引網を実施，参加者も引

くなら参加者名が特採が必要（1 か月前までに締め切り） 

⮚ 勉強会（年 2 回） 

宇部港湾所長など／九州大学の BC 研究者 

⮚ その他 

 

● 山口湾における栄養塩放出についての課題議論 資料 13 

山口湾における栄養塩放出について議論した．これについてはノンポイント系・ポイント

系の負荷量の比較をすべきであること，下水処理センター（2 次処理）については栄養

塩が出したい濃度で出せるのかということが質問とてあった．また，アマモやノリはア

ンモニアと硝酸で吸収率が違うという情報提供があった．全体として，栄養塩放出して

いないときのバックグラウンドデータを通年で取得しないと放出したときの効果の判定

が難しいのではないか．また効果の判定にあっても栄養塩のソースを明らかにするため

には安定同位体の利用が必要ではないかという意見があった．また，植プラなどの一次

生産者の動態にも注目すべきであり，最低でもクロロフィル蛍光の通年の観測が必要で

はないかという意見があった． 

● その他 
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藤井委員からはアマモ場の（限界）水温については 28℃で議論されるが，2024 年はか

なり暑かった．海中に温度ロガーを設置したところ，8 月の常時測定すると日中は 30℃

越えをしていた．アマモの草丈は短くなるが，健康に残っていた．しかし他の場所で泥

質の場所は地上部がなくなったが，砂質のところは健全だった．したがって健康度が高

いところは耐性が高いのではないか．という情報提供があった．これを受けて岩谷委員

がアマモ場における温度ロガーの設置について検討することになった． 

 

柿薗氏から，自然再生協議会が 2 月 15 日に実施されることと春の干潟再生活動が 4 月

26 日（土）となることについて予告があった． 

 



資料１-1 

 

令和 6 年度アマモ見学会 

 ◎日時 11 月 4 日（月・祝） 13:00～15:00 

 ◎集合場所 山口県漁協吉佐支店山口支所 

 ◎参加者 事務局 6 名、一般参加者４名 

 ◎スケジュール  

   12:00 漁協集合～事務局打合せ～受付 

   13:00～13:15 レクチャー 

   13:15～ 出航（2 隻）  

       ４箇所見学（箱メガネ・水中カメラ）  

       岩屋（山大ボート合流）、南潟、きらら、秋穂湾内 

   15:00   帰港 ～事務局レビュー（漁協） 

 

山口湾 アマモ場         阿知須 アマモ場 

動画 

https://youtu.be/XNyVKe8N6Pw 

https://youtu.be/MxT7MC208ZA 

https://youtu.be/VBZD81_bTX0 

https://youtu.be/il-y-d1th84 

https://youtu.be/uG0o7gcu3ZA 

写真 

https://photos.app.goo.gl/mTvqjb2w13BQsVRk6 

 

 

https://youtu.be/XNyVKe8N6Pw
https://youtu.be/MxT7MC208ZA
https://youtu.be/VBZD81_bTX0
https://youtu.be/il-y-d1th84
https://youtu.be/uG0o7gcu3ZA
https://photos.app.goo.gl/mTvqjb2w13BQsVRk6


 

図 アマモ 観察場所 

 

参加者の感想として，専門的なアマモの話を聞けて良かった，徳山ではブルーカーボンの

イベントは人気がありすぐに定員が埋まってしまうため参加しにくかったという声があっ

た． 

 











資料５ 他団体との交流 

 

概要 環境省のBC調査の対象になっている相生湾を対象としている相生湾自然再生

学習会議から山口湾での取り組み状況について 10 名の見学があった 

 

【スケジュール】 

一日目（6月 22 日（土））  

 ～15時   山口湾干潟（岩屋）集合 

         ※バスは美濃ヶ浜海水浴場に駐車 

 15 時～17時 カブトガニ説明・幼生観察、アマモ取組紹介・観察 

        ※干潮 14:51…21 ㎝ 

  

二日目（6月 23 日（日）） 

 10 時～11時 カブトガニミニ展示館見学（山陽小野田市） 

 

 








